




















歯 主寸旦,ー ↑専 士
第 2 764 7E王1 
昭和 48 年 3 月 24 日
歯学研究科歯学基礎系

































促進の現象は、閥値の約1. 1- 1. 2倍の条件刺激によってただちに誘発されるのに対して、抑制の現
象は、関値の約1. 5~2.3倍の強きで誘発された。(閥値は半月神経節部より記録した誘発電位から算定
した。)
strychnine (O.lmg/kg , i. v. )の投与によって促進の現象はほとんど影響きれなかったが、抑制
現象の大部分は消失した。











strychnine 静注の結果から考えて、この抑制の機構は抑制性シナプス後部電位( IPSP) によるもの
と考えられる。
側頭筋運動ノイロンは、反対側の側頭筋神経からの求心性信号により抑制される。この抑制はstry­
chuineにより除去され促進が出現することは、反対側から抑制系の回路のみならず促進系の回路も存
在することが推察される。
なお、協同筋である日交筋からの求心性信号、また三叉神経の知覚枝を介する信号によっても、側頭
筋運動ノイロンの活動は調節きれていることが明らかになった。
論文の審査結果の要旨
本論文は側頭筋各筋腹聞に存在する機能現象の生理学的機構、特にIa 線維を介する知覚情報の役
割を、神経生理学的手法を用いて研究した結果を論じたものである。
三叉神経運動核における側頭筋の各筋腹活動の相互調節機構は、各筋腹からの求心性信号が相互に
他の筋腹支配の運動ノイロンに、促進と抑制の干渉作用を示すことによることを明らかにし、また促
進の現象はIa 線維を介する情報により、抑制の現象は主にIb 線維を介するものであることを考察した
ものであって、従来不明であった側頭筋活動の神経・筋機構を明確にした点、口腔生理学的に高く評
価できる、価値ある業績と認める。
よって本論文は歯学博士の学位に十分値するものと認める。
